
現
在
、
龍
谷
大
学
文
学
部
真
宗
学
科
の
学
生
の
進
学
先
と
し
て
、
二
つ
の
大
学
院
研
究
科
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
文
学
研
究
科
と
実

践
真
宗
学
研
究
科
で
あ
る
。
小
論
は
、
二
○
一
七
年
度
後
期
に
実
践
真
宗
学
研
究
科
開
講
の
真
宗
伝
道
史
研
究
を
担
当
す
る
機
会
が
与

（
１
）

え
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
試
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
然
（
二
三
三
～
一
二
一
三
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
は
、

往
生
浄
土
門
者
就
此
有
二
一
者
正
明
往
生
浄
土
之
教
二
者
傍
明
往
生
浄
土
之
教
初
正
明
往
生
浄
土
之
教
者
謂
三
経
一
論
是
也
三
経

（
２
）

者
一
無
量
寿
経
二
観
無
量
寿
経
三
阿
弥
陀
経
也
一
論
者
天
親
往
生
論
是
也
或
指
此
三
経
号
浄
土
三
部
経
也
。

往
生
浄
土
門
と
は
、
こ
れ
に
つ
き
て
二
あ
り
。
一
に
は
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
教
、
二
に
は
傍
ら
に
往
生
浄
土
を
明
か
す
教

な
り
。
初
め
に
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
教
と
い
ふ
は
、
い
は
く
三
経
一
論
こ
れ
な
り
。
「
三
経
」
と
は
、
一
に
は
『
無
量
寿

経
』
、
二
に
は
『
観
無
量
寿
経
』
、
三
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
な
り
。
「
一
論
」
と
は
、
天
親
の
『
往
生
論
』
（
浄
土
論
）
こ
れ
な
り
。

（
３
）

あ
る
い
は
こ
の
三
経
を
指
し
て
浄
土
の
三
部
経
と
号
す
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

Ｉ
浄
土
三
部
経
の
序
分
に
見
る
釈
尊
の
伝
道
教
化
Ｉ

は
じ
め
に

玉
木
興二

○
九

慈



で
は
な
く
、
檮
跨
逵
巡
す
る
。
｝

（
９
）

惑
が
推
量
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

苦
労
し
て
わ
た
し
が
さ
と
り
得
た
こ
と
を
、
い
ま
説
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
貧
り
と
憎
し
み
に
と
り
つ
か
れ
た
人
々
が
、
こ
の
真

理
を
さ
と
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
は
世
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
微
妙
で
あ
り
、
深
遠
で
見
が
た
く
、
微
細
で
あ
る
か
ら
欲

を
貧
り
、
闇
黒
に
覆
わ
れ
た
人
々
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。

と
思
惟
し
、
出
家
後
六
年
を
経
て
よ
う
や
く
気
づ
い
た
真
理
の
伝
道
教
化
を
た
め
ら
う
の
で
あ
る
。

（
皿
）

か
か
る
文
脈
を
雲
井
昭
善
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

前
五
、
六
世
紀
の
イ
ン
ド
思
想
界
は
、
神
を
、
祭
祀
を
説
く
バ
ラ
モ
ン
宗
教
や
、
唯
物
論
、
業
否
定
論
、
無
因
無
縁
論
、
そ
し
て

宿
命
論
な
ど
が
渦
巻
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
縁
起
甚
深
の
法
や
四
諦
最
勝
の
法
を
説
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
世

間
一
般
の
時
流
に
逆
ら
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
成
道
後
の
ブ
ッ
ダ
に
伝
え
ら
れ
る
高
貴
な
る
沈
黙
も
、
そ
れ
が
独
自

と
あ
り
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
正
し
く
明
か
す
教
え
は
、
「
三
経
一
論
」
、
す
な
わ
ち
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
無
量
寿
経
』

と
略
す
）
・
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
観
経
』
と
略
す
）
・
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
（
以
下
、
『
弥
陀
経
』
と
略
す
）
の
浄
土
三
部
経
と
、

（
４
）

天
親
（
四
○
○
～
四
八
○
頃
）
の
『
浄
土
論
』
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。

（
５
）

小
論
に
お
い
て
は
、
三
部
経
の
序
分
に
語
ら
れ
る
釈
尊
の
伝
道
・
教
化
の
基
本
姿
勢
に
お
け
る
思
惑
を
推
量
し
、
親
鶯
の
伝
道
・
教

（
６
）

化
に
つ
い
て
の
一
視
点
を
提
示
で
き
れ
ば
と
思
う
。

釈
尊
の
成
道
は
、
三
十
五
歳
の
十
二
月
八
日
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
ガ
ャ
ー
の
菩
提
樹
下
で
の
成
道
後
、
直
ぐ
に
伝
道
教
化
に
向
か
う
の

（
８
）

は
な
く
、
檮
跨
逵
巡
す
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
』
か
ら
次
の
文
言
が
紹
介
さ
れ
、
釈
尊
の
思

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

（
７
）

１
．
釈
尊
の
伝
道
教
化
の
基
本
姿
勢

○



そ
の
後
、
八
○
歳
の
二
月
十
五
日
に
ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
入
滅
す
る
ま
で
の
実
に
四
十
五
年
間
の
伝
道
教
化
の
基
本
姿
勢
は
、
対
機
説

法
・
随
機
説
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
初
転
法
輪
こ
そ
、
出
家
修
行
者
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
四
十
五
年
間
の
伝
道
教
化
の
対
象
は
、

出
家
・
在
家
を
問
わ
ず
、
男
女
を
問
わ
な
い
こ
と
は
、
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
僧
伽
の
四
衆
が
証
す
る
所
で
あ
る
。

対
機
説
法
・
随
機
説
法
し
得
る
釈
尊
の
在
世
時
が
仏
教
（
徒
）
に
と
っ
て
は
、
最
も
勝
れ
た
環
境
の
時
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

（
皿
）

説
法
が
最
初
と
言
わ
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ブ
ッ
ダ
の
教
化
・
伝
道
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
決
断
と
確
信
、
そ
し
て
何
に
も
ま
し
て
衆
生
哀
感
と
い
う
悲

願
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
語
る
。
さ
と
り
の
真
理
を
言
葉
に
表
現
す
る
こ
と
を
檮
跨
う
釈
尊
が
、
発
言
に
踏
み
切
る
契
機
は
、
梵
天
勧
請
と
言
わ
れ
る
が
、
そ

の
決
断
は
釈
尊
自
身
で
あ
る
。
釈
尊
は
、
一
切
衆
生
を
哀
感
す
る
が
故
に
、
説
法
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
釈
尊
が
説
法
の
対
象
と

し
て
最
初
に
選
ん
だ
の
は
、
出
家
後
に
師
事
し
た
ア
ー
ラ
ー
ラ
・
カ
ー
ラ
ー
マ
と
ウ
ッ
ダ
カ
・
ラ
ー
マ
プ
ッ
タ
の
二
人
で
あ
る
。
こ
の

二
人
に
対
す
る
説
法
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
か
っ
て
共
に
修
行
し
た
五
人
の
修
行
者
に
対
し
て
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
で
行
っ
た

た
と
え
ば
道
緯
（
五
六
二
～
六
四
五
）
の
発
揮
は
聖
浄
二
門
と
さ
れ
る
が
、
『
安
楽
集
』
に
は
「
去
聖
遙
遠
」
と
「
理
深
解
微
」
が

（
吃
）

そ
の
二
つ
の
理
由
と
指
摘
さ
れ
る
。
「
去
聖
遙
遠
」
は
す
な
わ
ち
「
末
法
」
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
正
法
↓
像
法
↓
末
法
へ

と
順
次
に
、
漸
漸
と
、
時
代
が
衰
微
す
る
と
い
う
歴
史
観
が
三
時
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鶯
『
教
行
信
証
』
「
化
身
士
巻
」
に
引

（
過
）

か
れ
る
道
緯
の
『
安
楽
集
』
に
は
、

る
○

こ
れ
に
続
け
て
、
雲
井
氏
は
、

の
思
考
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
、
説
法
濤
跨
も
当
然
の
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

一
一
一
一



経
の
住
滅
を
弁
ぜ
ば
、
い
は
く
、
釈
迦
牟
尼
仏
一
代
、
正
法
五
百
年
、
像
法
一
千
年
、
末
法
一
万
年
に
は
、
衆
生
減
じ
尽
き
、
諸

経
こ
と
ご
と
く
滅
せ
ん
。
如
来
、
痛
焼
の
衆
生
を
悲
哀
し
て
、
こ
と
に
こ
の
経
を
留
め
て
止
住
せ
ん
こ
と
百
年
な
ら
ん
。

と
あ
り
、
正
法
・
像
法
・
末
法
へ
と
移
る
三
時
思
想
の
正
法
に
先
立
っ
て
、
釈
尊
在
世
時
が
並
び
示
さ
れ
る
。
正
法
と
は
、
釈
尊
の
語

る
教
え
が
あ
り
、
教
え
に
基
づ
い
て
行
ず
る
事
が
で
き
、
そ
れ
故
、
証
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
段
階
で
あ
る
。
釈
尊
在
世
時
と
何
ら
変（

皿
）

わ
ら
な
い
か
の
如
き
で
あ
る
が
、
釈
尊
在
世
時
こ
そ
、
最
も
優
れ
た
時
で
あ
る
。
至
極
当
然
で
あ
る
が
、
今
一
度
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

釈
尊
在
世
時
が
最
も
優
れ
た
時
で
あ
る
の
は
、
釈
尊
の
対
機
説
法
・
随
機
説
法
の
故
で
あ
る
。
か
か
る
点
に
つ
い
て
、
雲
井
氏
は
前
掲

論
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

お
よ
そ
教
化
・
伝
道
に
従
事
す
る
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
と
の
対
話
が
原
則
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
対
象
と
な
る
人
び
と
は
千

差
万
別
で
あ
り
、
且
つ
、
聴
聞
者
の
性
格
も
多
様
で
あ
り
、
画
一
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
：
…
・
そ
れ
ら
の
人
び
と
を
教
化
し
、

且
つ
伝
道
す
る
に
は
、
画
一
的
な
在
り
方
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
。
ブ
ッ
ダ
の
説
法
を
対
機
説
法
と
称
す
る
所
以
も
こ
こ
に

浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
、
善
導
（
六
一
三
～
六
八
一
）
の
『
観
経
疏
』

如
来
対
機
説
法
多
種
不
同
漸
頓
随
宜
隠
彰
有
異
。

ま
た
如
来
、
機
に
対
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
こ
と
多
種
不
同
な
り
。

（
略
）

と
あ
り
、
ま
た
『
般
舟
讃
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
切
如
来
設
方
便
亦
同
今
日
釈
迦
尊
随
機
説
法
皆
蒙
益
。

あ
る
。

住
百
年
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道
二
一
二

●
●
●
●
●
●
●
、
、

、
、

弁
経
住
滅
者
謂
釈
迦
牟
尼
仏
一
代
正
法
五
百
年
像
法
一
千
年
末
法
一
万
年
衆
生
滅
尽
諸
経
悉
滅
如
来
悲
哀
痛
焼
衆
生
特
留
此
経
止

漸
頓
よ
る
し
き
に
随
ひ
、
隠
彰
異
な
る
こ
と
あ
り
。

に猛
、、＝〆



一
切
如
来
方
便
を
設
け
た
ま
ふ
こ
と
ま
た
今
日
の
釈
迦
尊
に
同
じ
機
に
随
ひ
て
法
を
説
く
に
み
な
益
を
蒙
る
。

（
Ⅳ
）

こ
の
対
機
説
法
は
、
医
療
に
お
け
る
応
病
与
薬
に
も
た
と
え
ら
れ
る
。
名
医
と
は
、
患
者
・
怪
我
人
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
症
状
を
的

確
に
診
断
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
目
に
明
ら
か
な
外
見
に
症
状
の
あ
る
場
合
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
外
見
に
症
状
は
な
く
と
も
精
密

な
検
査
等
に
よ
っ
て
正
確
に
判
断
す
る
者
が
名
医
と
呼
ば
れ
う
る
。
ま
た
、
患
者
本
人
に
自
覚
の
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ

る
。
自
覚
の
正
否
も
含
め
て
、
的
確
に
診
断
す
れ
ば
、
次
に
な
さ
れ
る
べ
き
事
は
、
そ
の
病
状
・
症
状
に
対
す
る
最
適
な
治
療
や
薬
が

処
方
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
最
適
な
処
置
・
処
方
の
た
め
に
は
、
病
状
と
薬
に
対
す
る
最
新
且
つ
広
範
な
知
見
が
必
要
と
な
る
。
病
状

を
快
復
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
継
続
的
な
予
防
と
診
断
が
肝
要
で
あ
る
。

以
上
、
成
道
後
の
説
法
に
対
す
る
檮
路
と
、
不
断
な
る
対
機
説
法
・
応
病
与
薬
の
有
用
性
に
つ
い
て
概
観
を
し
た
。
次
章
以
降
、
浄

土
三
部
経
の
序
分
に
お
け
る
釈
尊
の
説
法
の
特
徴
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
進
め
る
。

『
無
量
寿
経
』
は
浄
土
真
宗
に
お
け
る
釈
尊
出
世
本
懐
の
経
典
で
あ
る
。
経
典
解
釈
の
通
例
に
倣
い
、
序
分
・
正
宗
分
・
流
通
分
に

分
け
、
序
分
を
さ
ら
に
証
信
序
（
通
序
）
と
発
起
序
（
別
序
）
に
分
け
れ
ば
、
『
無
量
寿
経
』
序
分
・
発
起
序
で
は
、
『
教
行
信
証
』

（
四
）

「
教
巻
」
に
も
引
用
さ
れ
る
釈
尊
の
五
徳
瑞
現
が
示
さ
れ
る
。

今
日
世
尊
住
奇
特
法
（
今
日
世
尊
、
奇
特
の
法
に
住
し
た
ま
へ
り
）

今
日
世
雄
住
仏
所
住
（
今
日
世
雄
、
仏
の
所
住
に
住
し
た
ま
へ
り
）

今
日
世
眼
住
導
師
行
（
今
日
世
眼
、
導
師
の
行
に
住
し
た
ま
へ
り
）

今
日
世
英
住
最
勝
道
（
今
日
世
英
、
最
勝
の
道
に
住
し
た
ま
へ
り
）

釈
尊
と
親
篭
の
伝
道

（
肥
）

２
．
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
釈
尊
の
姿
勢

一
一
一
一
一
一



今
日
天
尊
行
如
来
徳
（
今
日
天
尊
、
如
来
の
徳
を
行
じ
た
ま
へ
り
）

か
く
の
如
く
語
る
阿
難
は
数
い
る
釈
尊
の
弟
子
の
中
、
多
間
第
一
と
称
さ
れ
る
。

今
日
で
は
、
仏
法
聴
聞
の
場
・
方
法
は
多
様
で
あ
る
。
面
と
向
き
合
っ
て
聴
聞
す
る
場
合
の
み
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い

た
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
見
聞
し
た
り
、
テ
レ
フ
ォ
ン
法
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
方
法
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
釈
尊
・

阿
難
の
時
代
に
こ
れ
ら
は
不
可
能
で
あ
り
、
阿
難
は
釈
尊
と
同
じ
場
に
居
り
、
面
と
向
き
合
っ
て
聴
聞
し
た
こ
と
が
最
も
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
場
に
居
て
聴
聞
し
た
と
言
う
こ
と
は
、
釈
尊
の
様
子
を
誰
よ
り
も
よ
く
見
て
い
た
と
言
う
こ
と
を
意
味
す

（
別
）

る
。
そ
の
阿
難
が
次
の
問
い
を
発
す
る
。

い
ま
だ
か
っ
て
膳
観
せ
ず
、
殊
妙
な
る
こ
と
今
の
ご
と
く
ま
し
ま
す
を
ば
。
：
：
：
去
・
来
・
現
の
仏
、
仏
と
仏
と
あ
ひ
念
じ
た
ま

ふ
。
い
ま
の
仏
も
諸
仏
を
念
じ
た
ま
ふ
こ
と
な
き
こ
と
を
得
ん
や
。
な
に
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
威
神
光
々
た
る
こ
と
い
ま
し
、
し
か
る
や
。

中
略
部
分
は
先
の
五
徳
瑞
現
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
接
し
て
き
た
釈
尊
の
ど
の
場
面
よ
り
も
、
今
日
の
姿
は
光
顔
巍
々
と
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
の
仏
が
互
い
に
相
念
ず
る
と
言
わ
れ
る
が
、
い
ま
、
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
推

測
し
つ
つ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
光
り
輝
く
姿
を
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
そ
れ
は
何
故
か
と
問
う
の
で
あ
る
。

こ
の
阿
難
の
問
い
に
対
し
て
、
釈
尊
は
即
座
に
返
答
を
し
な
い
。
答
え
を
与
え
ず
に
、
次
の
よ
う
に
反
問
す
る
。

い
か
ん
ぞ
阿
難
、
諸
天
の
な
ん
ぢ
を
教
へ
て
仏
に
来
し
問
は
し
む
る
か
。
み
づ
か
ら
慧
見
を
も
っ
て
威
顔
を
問
へ
る
か
。

神
々
に
よ
っ
て
先
の
問
い
を
促
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
、
自
ら
発
す
る
問
い
な
の
か
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
「
慧
見
を
も
っ
て
」

と
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
子
に
自
ら
気
づ
い
た
の
か
否
か
も
併
せ
て
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
釈
尊
の
反
問
に
対
し
、
阿
難
は
計

し
さ
を
感
じ
た
や
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
故
、
即
座
に
次
の
如
く
に
返
答
す
る
。

諸
天
の
来
り
て
わ
れ
を
教
ふ
る
も
の
あ
る
こ
と
な
し
。
み
づ
か
ら
所
見
を
も
っ
て
こ
の
義
を
問
ひ
た
て
ま
つ
る
の
み
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

二
一
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他
者
に
教
え
ら
れ
て
気
付
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
身
で
気
づ
き
、
問
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
が
故
に
、
問
う
た
の
だ
と
返
答

す
る
。
末
尾
の
「
の
み
」
に
は
、
阿
難
の
強
い
意
志
を
感
ず
る
。
こ
の
阿
難
の
強
い
想
い
を
確
か
め
た
後
に
、
「
善
い
か
な
阿
難
、
問

へ
る
と
こ
ろ
は
な
は
だ
快
し
。
深
き
智
慧
、
真
妙
の
弁
才
を
発
し
、
衆
生
を
慰
念
せ
ん
と
し
て
こ
の
慧
義
を
問
へ
り
」
と
阿
難
の
問
い

（
皿
）

を
褒
め
た
後
、
説
法
を
開
始
す
る
。

（
犯
）

釈
尊
と
阿
難
の
応
答
は
、
「
浄
土
和
讃
」
大
経
讃
に
も
調
わ
れ
る
。

尊
者
阿
難
座
よ
り
た
ち
世
尊
の
威
光
を
膳
仰
し
生
希
有
心
と
お
ど
ろ
か
し
未
曾
見
と
ぞ
あ
や
し
み
し

如
来
の
光
瑞
希
有
に
し
て
阿
難
は
な
は
だ
こ
こ
ろ
よ
く
如
是
之
義
と
と
へ
り
し
に
出
世
の
本
意
あ
ら
は
せ
り

大
寂
定
に
い
り
た
ま
ひ
如
来
の
光
顔
た
へ
に
し
て
阿
難
の
慧
見
を
み
そ
な
は
し
問
斯
慧
義
と
ほ
め
た
ま
ふ

こ
れ
ら
の
和
讃
に
関
し
て
大
峯
顕
氏
は
、
「
阿
難
は
、
弥
陀
の
本
願
を
説
い
て
く
だ
さ
る
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
を
聞
く
前
に
、
ま
ず

（
泌
）

自
分
が
こ
の
大
事
な
問
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
」
と
述
べ
る
。
黒
田
覚
忍
氏
は
「
阿
難
よ
、
よ
う
こ
そ
尋
ね
て
く
れ
た
、
問
う
て

（
型
）

く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
だ
」
と
註
す
。

阿
難
の
問
い
が
、
自
ら
発
せ
ら
れ
た
問
い
で
あ
る
こ
と
を
釈
尊
が
反
問
し
、
確
信
し
た
釈
尊
は
阿
難
を
褒
め
、
自
身
も
喜
び
つ
つ
説

法
に
踏
み
切
る
と
い
う
。
今
、
説
法
を
す
れ
ば
、
必
ず
阿
難
に
説
法
が
届
く
こ
と
を
確
信
し
、
喜
ん
だ
と
い
え
る
。
満
を
持
し
て
説
法

に
踏
み
切
る
釈
尊
と
、
釈
尊
に
褒
め
ら
れ
つ
つ
聴
聞
を
始
め
る
阿
難
の
双
方
が
、
喜
び
に
満
ち
つ
つ
伝
道
教
化
の
関
係
性
が
保
た
れ
る

の
で
あ
る
。
説
く
者
だ
け
で
は
な
く
、
真
に
聞
こ
う
と
す
る
者
が
い
る
が
故
に
、
教
化
伝
道
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
『
無
量
寿
経
』
発
起
序
に
み
え
る
釈
尊
と
阿
難
の
応
答
か
ら
、
我
々
は
何
を
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

阿
難
自
ら
の
問
い
で
あ
る
か
否
か
を
反
問
し
確
認
す
る
釈
尊
は
、
仮
に
阿
難
の
問
い
が
自
ら
発
せ
ら
れ
た
問
い
で
な
け
れ
ば
、
『
無

量
寿
経
』
の
説
法
を
開
始
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
伝
わ
る
可
能
性
が
な
け
れ
ば
説
法
し
な
い
と
い
う
こ

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道
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と
で
は
な
く
、
無
益
な
説
法
を
行
わ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
も
な
く
、
説
法
が
伝
わ
る
関
係
性
は
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
何
に
真
実
の
法
が
語
ら
れ
た
と
し
て
も
、
真
実
の
法
を
聞
き
受
け
る
事
が
で
き
な
け
れ
ば
、
法
が
伝
わ
る
関

（
妬
）

係
性
に
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

親
鶯
の
仏
教
に
お
い
て
は
、
生
涯
聞
法
に
勤
し
む
べ
き
わ
れ
ら
は
、
釈
尊
に
問
う
た
阿
難
と
同
様
、
釈
尊
の
説
法
、
つ
ま
り
弥
陀
の

本
願
を
そ
の
如
く
に
聞
く
状
態
に
あ
る
か
否
か
、
自
身
の
状
態
を
真
蟄
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

率
直
に
言
え
ば
、
親
鶯
の
明
ら
か
に
し
た
答
え
を
後
追
い
す
る
の
み
な
ら
ず
、
親
鶯
の
求
め
（
求
道
）
に
も
関
心
が
開
か
れ
て
も
良

（
妬
）

い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
か
っ
て
、
疑
蓋
・
疑
蓋
無
雑
の
通
途
と
別
途
に
つ
い
て
愚
考
を
論
じ
た
。
疑
蓋
・
疑
蓋
無
雑
な

る
語
を
用
い
る
の
は
、
『
教
行
信
証
』
「
化
身
士
巻
」
の
一
カ
所
を
除
い
て
は
、
「
信
巻
」
三
一
問
答
に
集
中
し
て
い
る
が
、
三
一
問
答

は
、
単
な
る
知
的
な
問
答
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
三
一
問
答
の
第
一
の
字
訓
釈
は
、
「
愚
鈍
の
衆
生
」
に
と
っ
て
の
知
的
な
問
答
で
あ

る
と
言
え
る
が
、
第
二
の
法
義
釈
（
仏
意
釈
）
は
、
「
愚
悪
の
衆
生
」
に
と
っ
て
の
求
道
か
ら
生
じ
る
問
い
で
あ
る
と
言
え
る
。
『
無
量

寿
経
』
第
十
八
願
の
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
と
、
天
親
『
浄
土
論
』
の
一
心
と
に
関
し
て
、
浄
土
往
生
の
た
め
に
、
三
心
と
一
心

の
関
係
性
を
尋
ね
る
悠
長
な
問
い
で
は
な
く
、
切
羽
詰
ま
っ
た
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
発
せ
ら
れ
る
問
い
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
親
鶯

の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
問
わ
れ
た
問
い
は
、
た
と
え
ば
『
歎
異
抄
』
第
二
条
に
示
さ
れ
る
門
弟
の
命
が
け
の
問
い
に
も
重
な
る
。

（
”
）

『
歎
異
抄
』
第
二
条
冒
頭
に
は
、
「
お
の
お
の
の
十
余
箇
国
の
さ
か
ひ
を
こ
え
て
、
身
命
を
か
へ
り
み
ず
し
て
、
た
づ
ね
き
た
ら
し
め

た
ま
ふ
御
こ
こ
ろ
ざ
し
、
ひ
と
へ
に
往
生
極
楽
の
み
ち
を
問
ひ
き
か
ん
が
た
め
な
り
。
」
と
あ
る
。
親
鶯
が
東
国
か
ら
帰
洛
後
、
東
国

（
羽
）

の
門
弟
と
親
鶯
と
の
通
信
手
段
は
消
息
（
手
紙
）
で
あ
る
。
御
消
息
の
中
、
東
国
で
手
紙
の
書
か
れ
た
日
付
と
、
京
都
の
親
鶯
が
受
け

（
羽
）

と
っ
た
日
付
の
二
つ
が
揃
っ
た
物
が
何
通
か
あ
る
。
最
短
で
は
、
十
月
十
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
の
二
十
日
間
、
最
長
で
は
九
月
二
十

（
釦
）

七
日
か
ら
十
一
月
九
日
で
あ
る
か
ら
実
に
四
十
三
日
も
か
か
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
数
の
み
な
ら
ず
、
旅
程
や
衛
生
面
に
も
、
危
険
が

釈
尊
と
親
鴬
の
伝
道
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（
別
）

３
．
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
釈
尊
の
姿
勢

（
犯
）

『
観
経
』
序
分
・
発
起
序
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
王
舎
城
の
悲
劇
」
が
描
か
れ
る
。
『
浬
藥
経
』
に
も
よ
り
な
が
ら
、
ま
ず
概
略
を
記

し
つ
つ
、
『
観
経
』
説
法
の
契
機
を
う
か
が
え
ば
、
章
提
希
と
、
頻
婆
娑
羅
王
の
息
子
阿
闇
世
は
悪
友
で
あ
る
提
婆
達
多
か
ら
、
出
生

の
秘
密
を
知
ら
さ
れ
る
。
長
ら
く
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
両
親
が
、
占
い
師
の
助
言
に
従
い
、
仙
人
を
殺
害
し
た
後
、
見
事
、
懐
妊

す
る
が
、
将
来
、
親
に
刃
向
か
う
子
と
な
る
と
い
う
予
言
を
聞
き
、
高
所
か
ら
産
み
落
と
そ
う
と
し
た
と
い
う
秘
密
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
王
子
と
し
て
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た
阿
闇
世
で
あ
る
が
、
そ
の
事
実
を
聞
い
て
、
怒
り
心
頭
、
父
王
を
牢
獄
に
幽
閉
す
る
。
直
接
、

父
の
命
を
奪
う
こ
と
は
で
き
ず
に
、
餓
死
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
菫
提
希
が
密
か
に
食
事
を
運
び
、
ま
た
牢
獄
か
ら

釈
尊
の
弟
子
、
目
連
・
富
楼
那
の
説
法
を
聴
聞
す
る
こ
と
が
で
き
た
頻
婆
娑
羅
王
は
、
心
身
共
に
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

父
の
様
子
を
知
っ
た
阿
闇
世
は
、
今
度
は
、
母
に
対
し
て
怒
り
の
矛
先
を
向
け
、
母
を
も
牢
獄
に
幽
閉
す
る
。
獄
中
の
章
提
希
夫
人
は
、

心
身
共
に
疲
れ
果
て
て
、
遙
か
彼
方
の
釈
尊
に
説
法
を
請
う
。
章
提
希
の
願
い
に
応
じ
て
眼
前
に
現
れ
た
釈
尊
に
向
か
っ
て
、
章
提
希

命
が
け
で
あ
っ
た
。

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
「
往
生
極
楽
の
み
ち
」
を
尋
ね
る
た
め
に
親
鶯
を
訪
ね
る
門
弟
は
ま
さ
に

妄
《
，
／
○

は
次
の
言
葉
を
出
す
。

命
が
け
で
聞
く
者
と
、
そ
の
者
に
届
く
真
実
の
言
葉
を
語
り
う
る
者
と
の
両
者
が
揃
っ
て
初
め
て
教
化
伝
道
が
成
立
す
る
の
で
あ
る

世
尊
、
わ
れ
む
か
‐

と
も
に
舂
属
た
る
。

わ
れ
む
か
し

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道 、

な
ん
の
罪
あ
り
て
か
こ
の
悪
子
を
生
ず
る
。
世
尊
ま
た
、
な
ん
ら
の
因
縁
ま
し
ま
し
て
か
、
提
婆
達
多
と

七



ま
た
、
阿
闇
世
を
そ
そ
の
か
し
た
提
婆
達
多
と
釈
尊
が
親
族
で
あ
る
こ
と
に
も
、
不
満
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
る
。
不
満
の
矛
先
を
釈

尊
に
向
け
る
こ
と
が
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
こ
と
は
、
章
提
希
自
身
は
百
も
承
知
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
口
に
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か

釈
尊
は
、
こ
の
章
提
希
の
言
葉
を
聞
い
て
も
一
言
も
応
え
ず
、
じ
っ
と
、
章
提
希
の
次
の
言
葉
を
待
つ
、
い
わ
ば
、
無
言
の
説
法
で

あ
る
。
そ
し
て
菫
提
希
か
ら
次
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
。

わ
が
為
に
広
く
憂
悩
な
き
処
を
説
き
た
ま
へ
。
わ
れ
ま
さ
に
往
生
す
べ
し
。
．
：
：
．
わ
れ
に
教
へ
て
清
浄
業
処
を
観
ぜ
し
め
た
ま
へ

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
満
ち
た
濁
悪
の
世
を
厭
い
、
憂
い
や
悩
み
の
な
い
仏
の
世
界
を
説
い
て
欲
し
い
、
ま
た
、
清
ら
か
な
仏
の
世

界
を
観
せ
て
欲
し
い
と
章
提
希
は
懇
願
す
る
。
章
提
希
の
こ
の
言
葉
を
承
け
、
釈
尊
は
白
毫
か
ら
光
を
放
ち
、
十
方
無
量
諸
仏
の
浄
土

の
荘
厳
を
観
察
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
諸
仏
の
浄
土
の
中
、
章
提
希
自
身
に
弥
陀
の
浄
土
を
選
ば
せ
る
の
で
あ
る
。

世
尊
、
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
仏
土
、
ま
た
清
浄
に
し
て
み
な
光
明
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
わ
れ
い
ま
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所
に
生

ぜ
ん
こ
と
を
楽
ふ
。
や
や
、
願
は
く
は
世
尊
、
わ
れ
に
思
惟
を
教
へ
た
ま
へ
、
わ
れ
に
正
受
を
教
へ
た
ま
へ
。

（
羽
）

問
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
阿
闇
世
を
そ
そ
の
Ｌ

悲
し
み
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
章
提
希
の
口
に
出
る
言
葉
は
、
自
身
を
嘆
く
言
葉
と
、
釈
尊
に
対
す
る
愚
痴
の
言
葉
で
あ
る
。

懐
妊
す
る
た
め
に
仙
人
を
殺
害
し
た
こ
と
、
わ
が
子
を
高
所
か
ら
産
み
落
と
そ
う
と
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
っ
た
が
、
頻
婆
娑
羅
王

も
章
提
希
も
溢
れ
ん
ば
か
り
の
慈
愛
の
想
い
で
わ
が
子
を
大
切
に
育
て
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
そ
の
わ
が
子

に
夫
も
牢
獄
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
章
提
希
は
、
「
こ
の
よ
う
な
悪
い
子
ど
も
が
ど
う
し
て
私
た
ち
の
子
ど
も
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
「
私

た
ち
に
ど
ん
な
罪
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
悪
い
子
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
「
ど
う
し
て
悪
い
子
に
育
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
」
な
ど
、
阿
闇
世
に
関
す
る
答
え
の
な
い
「
？
」
が
噴
出
す
る
。
自
己
の
犯
し
た
罪
を
責
任
転
嫁
す
る
自
己
中
心
的
な

っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。

釈
尊
は
、
こ
の
一
星

釈
尊
と
親
鴬
の
伝
道

二
一

八



か
か
る
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
発
起
序
に
”

『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
、
聞
く
者
が
、

『
観
経
』
に
お
い
て
は
、
聞
く
者
が
、
言
葉
（

っ
釈
尊
の
姿
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
，

態
に
ま
で
導
い
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
妬
）

化
で
あ
る
と
い
い
得
る
。

観
無
量
寿
経
』
発
起
序
に
み

諸
仏
浄
土
は
全
て
清
浄
で
光
り
輝
く
浄
土
で
あ
る
が
、
殊
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
方
法
を
章
提
希
が
尋
ね
る
と
、

（
鋤
）

釈
尊
は
初
め
て
微
笑
し
、
口
を
開
く
。
ま
ず
、
口
か
ら
光
を
出
し
、
幽
閉
さ
れ
る
頻
婆
娑
羅
王
を
照
ら
し
て
、
章
提
希
の
心
配
の
一
つ

を
解
決
す
る
。
そ
し
て
つ
い
に
章
提
希
に
説
法
を
開
始
す
る
。

な
ん
ぢ
、
ま
さ
に
鑿
念
し
て
、
あ
き
ら
か
に
か
の
国
の
浄
業
成
じ
た
ま
へ
る
ひ
と
を
観
ず
べ
し
。
わ
れ
い
ま
な
ん
ぢ
が
た
め
に
広

く
も
ろ
も
ろ
の
書
へ
を
説
き
、
ま
た
未
来
世
の
一
切
凡
夫
の
、
浄
業
を
修
せ
ん
と
欲
は
ん
も
の
を
し
て
西
方
極
楽
国
土
に
生
ず
る

こ
と
を
得
し
め
ん
。
（
傍
点
引
用
者
）

こ
の
説
法
は
、
釈
尊
の
眼
前
に
い
る
章
提
希
（
汝
）
に
対
す
る
説
法
で
あ
り
、
同
時
に
、
「
未
来
世
の
一
切
凡
夫
」
の
た
め
の
も
の

こ
の
説
法
は
、
釈
尊
（

『
無
量
寿
経
』
『
観
経
』
に
は
共
に
、
証
信
序
と
発
起
序
が
存
在
す
る
。
『
無
量
寿
経
』
発
起
序
に
お
い
て
、
阿
難
の
優
れ
た
惠
見
に

よ
る
質
問
が
な
さ
れ
、
『
観
経
』
発
起
序
に
お
い
て
、
章
提
希
の
真
実
な
る
求
め
が
発
せ
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
『
弥
陀
経
』
で
は
、
問

で
あ
る
と
明
言
さ
れ
る
。

か
か
る
『
仏
説
観
無
冒

釈
尊
と
親
鴬
の
伝
道

え
る
釈
尊
と
章
提
希
の
関
係
性
か
ら
、
我
々
は
何
を
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

に
お
い
て
は
、
聞
く
者
が
、
言
葉
の
届
く
状
態
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
に
反
問
す
る
釈
尊
の
姿
が
あ
っ
た
。

て
は
、
聞
く
者
が
、
言
葉
の
届
く
状
態
に
な
い
場
合
に
は
、
説
法
を
開
始
せ
ず
、
言
葉
の
届
く
状
態
に
な
る
ま
で
待

っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
釈
尊
は
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
無
言
の
説
法
を
通
じ
て
、
言
葉
の
届
く
状

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
聞
く
者
を
し
て
、
聞
く
こ
と
の
で
き
る
状
態
に
な
ら
し
め
る
こ
と
も
、
広
義
の
伝
道
教

４
．
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
釈
尊
の
姿
勢

九



前
掲
雲
井
論
文
に
は
、
質
問
者
の
質
問
内
容
に
応
じ
て
答
弁
を
如
何
に
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ブ
ッ
ダ
自
身
が
次
の
よ
う
に
分
類

す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
決
定
的
に
解
答
す
べ
き
質
問
に
対
し
て
、
決
定
的
に
解
答
す
る
。

②
別
し
て
解
答
す
べ
き
質
問
に
対
し
て
、
分
別
し
て
解
答
す
る
。

こ
の
『
経
』
は
無
問
自
説
経
と
申
す
。
こ
の
『
経
』
を
説
き
た
ま
ひ
し
に
、
如
来
に
問
ひ
た
て
ま
つ
る
人
も
な
し
。
こ
れ
す
な
は

ち
釈
尊
出
世
の
本
懐
を
あ
ら
は
さ
ん
と
お
ぽ
し
め
す
ゆ
ゑ
に
無
問
自
説
と
申
す
な
り
。

と
記
さ
れ
如
き
で
あ
る
。
誰
か
ら
問
わ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
誰
に
求
め
ら
れ
た
の
で
も
な
い
が
、
釈
尊
自
ら
が
説
か
ん
と
し
て
語
っ

た
経
典
と
考
え
ら
れ
る
。
三
部
経
の
中
で
は
最
も
短
く
、
文
字
数
の
少
な
い
経
典
で
あ
る
が
、
釈
尊
自
ら
の
意
思
で
語
ら
れ
た
説
法
で

あ
る
が
故
に
、
他
の
二
に
比
し
て
決
し
て
遜
色
は
な
い
。

親
鶯
は（

調
）

意
』
に
も
、

浄
土
宗
系
で
「
如
是
我
聞
」
を
証
信
序
、
「
一
時
仏
．
：
」
を
発
起
序
と
す
る
が
、
真
宗
で
は
「
如
是
我
聞
」
以
下
は
証
信
序
だ
け

で
発
起
序
は
な
い
と
す
る
。

（
妬
）

（
師
）

と
記
す
よ
う
に
、
立
場
は
異
な
る
が
、
無
間
自
説
と
す
る
点
に
は
相
違
は
な
い
。

（
犯
）

親
鶯
は
『
教
行
信
証
』
「
化
身
士
巻
」
に
「
こ
の
『
経
』
は
大
乗
修
多
羅
の
な
か
の
無
問
自
説
経
な
り
。
」
と
記
し
、
『
一
念
多
念
文

釈
尊
と
親
鴬
の
伝
道
二
二
○

い
や
請
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釈
尊
自
ら
説
法
す
る
。
無
間
自
説
と
い
う
『
弥
陀
経
』
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

か
か
る
点
を
藤
田
宏
達
氏
が
、

５
．
お
わ
り
に



③
問
い
直
し
て
解
答
す
べ
き
質
問
に
対
し
て
、
問
い
直
し
て
解
答
す
る
。

④
捨
て
置
く
べ
き
質
問
に
対
し
て
、
捨
て
置
く
。

（
㈹
）

こ
の
条
件
を
充
た
す
人
こ
そ
、
真
に
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
で
あ
る
と
述
べ
る
。

『
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
釈
尊
と
阿
難
の
関
係
は
、
③
及
び
①
で
あ
ろ
う
。
か
っ
て
見
た
こ
と
の
な
い
釈
尊
の
光
顔
巍
々
と
し
た
様

子
に
阿
難
が
気
づ
き
、
問
い
を
発
す
る
が
、
そ
の
阿
難
の
問
い
の
真
意
を
反
問
す
る
釈
尊
は
③
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
阿
難
自
ら

の
気
づ
き
と
質
問
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
「
今
こ
そ
」
と
の
確
証
の
元
、
弥
陀
の
本
願
を
説
法
す
る
釈
尊
は
①
と
判
断
し
う
る
。

ま
た
、
『
観
経
』
所
説
の
王
舎
城
の
悲
劇
に
お
け
る
釈
尊
と
章
提
希
の
関
係
は
、
④
．
①
・
②
で
あ
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
答
え
の

な
い
問
い
を
発
す
る
章
提
希
に
対
し
て
、
釈
尊
は
無
言
を
貫
く
。
無
言
の
釈
尊
は
④
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
葉
の
届
く
状
態
と
な
っ
た

章
提
希
に
微
笑
し
、
説
法
を
開
始
す
る
が
、
現
前
の
章
提
希
に
対
す
る
説
法
は
①
で
あ
り
、
未
来
世
の
凡
夫
の
た
め
に
も
説
法
を
す
る

釈
尊
は
②
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

最
後
に
、
無
問
自
説
の
『
弥
陀
経
』
は
、
決
定
的
に
説
法
を
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
①
で
あ
ろ
う
。

親
鶯
が
伝
道
に
つ
い
て
積
極
的
に
語
る
こ
と
は
皆
無
に
等
し
い
。
先
に
『
歎
異
抄
』
第
二
条
の
冒
頭
の
言
葉
を
引
い
た
が
、
そ
の
後

に
は
、
「
親
鶯
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
仰
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
ほ
か

に
別
の
子
細
な
き
な
り
。
」
と
あ
る
。
親
鶯
が
師
法
然
の
言
葉
を
直
接
聞
い
た
の
は
、
二
十
九
歳
か
ら
三
十
五
歳
で
あ
る
。
親
鶯
三
十

五
歳
の
承
元
（
建
永
）
の
法
難
が
法
然
と
の
今
生
の
別
れ
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
五
十
年
後
の
晩
年
に
、
か
か
る
言
葉
を
語
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
京
都
を
離
れ
る
際
に
も
、
越
後
に
お
い
て
も
、
東
国
に
お
い
て
も
、
よ
き
ひ
と
法
然
か
ら
の
言
葉
が
全
て
で
あ
り
、
約
二

十
年
住
み
慣
れ
た
東
国
を
去
る
時
に
も
そ
れ
は
変
わ
ら
ず
、
晩
年
を
過
ご
す
と
き
も
同
様
で
あ
る
。
親
鶯
に
お
い
て
は
師
法
然
か
ら
弥

陀
の
本
願
を
聞
く
、
こ
れ
が
全
て
で
あ
り
、
私
・
親
鶯
が
誰
か
に
語
り
伝
道
教
化
し
得
る
と
は
念
頭
に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

一
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一
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し
、
親
鶯
が
弥
陀
の
本
願
を
仰
ぐ
そ
の
言
葉
や
姿
・
生
き
様
に
励
ま
さ
れ
る
門
弟
は
あ
ま
た
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伝
道
教
化
を
私
が

な
し
得
る
と
は
毛
頭
思
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
多
く
の
門
弟
が
親
鶯
を
通
し
て
弥
陀
の
本
願
に
出
遇
う
こ
と
が
で
き

（
虹
）

た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
親
鶯
は
伝
道
教
化
の
プ
ロ
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

浄
土
真
宗
に
親
し
む
我
ら
が
、
「
生
涯
、
聞
法
」
で
あ
る
こ
と
に
全
く
異
論
は
な
い
。
つ
ま
り
、
生
涯
弥
陀
法
を
聞
き
続
け
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
『
歎
異
抄
』
第
二
条
に
お
い
て
、
東
国
の
門
弟
が
、
身
命
を
か
へ
り
み
ず
、
命
が
け
で
京
都
の
親
鶯
を
訪

ね
、
往
生
極
楽
の
道
を
尋
ね
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
門
弟
達
に
対
し
て
親
鶯
の
語
る
第
一
声
は
、
驚
く
ほ
ど
に
厳
し
い
言
葉
で
あ

（
蛇
）る

。
久
々
の
再
会
を
懐
か
し
み
、
無
事
の
到
着
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
続
け
て
親
鶯
は
、
約
二
十
年
間
に

わ
た
っ
て
皆
に
語
っ
た
こ
と
と
は
異
な
る
言
葉
、
違
っ
た
内
容
の
こ
と
を
聞
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
所
に
来
て
も
無
駄
で
あ
る
か

ら
、
南
都
六
宗
や
比
叡
山
天
台
宗
に
も
高
僧
が
沢
山
お
出
で
で
あ
る
か
ら
、
そ
ち
ら
に
行
き
な
さ
い
と
突
き
放
す
の
で
あ
る
。
こ
の
親

鶯
の
態
度
は
、
④
に
該
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
門
弟
の
表
情
を
親
鶯
は
冷
静
に
確
か
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ハ
ツ
と
さ
せ

ら
れ
、
親
鶯
の
真
意
に
気
付
か
さ
れ
た
門
弟
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
親
鶯
の
意
外
な
厳
し
い
言
葉
に
接
し
て
、
戸
惑
う
門
弟
も
居
た
や
も

知
れ
な
い
。
一
呼
吸
置
い
て
親
鶯
は
、
よ
き
ひ
と
法
然
の
言
葉
を
語
る
。

釈
尊
の
如
き
神
通
力
を
有
し
な
い
我
々
末
法
の
凡
夫
が
、
釈
尊
の
伝
道
教
化
法
を
そ
の
ま
ま
実
践
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か

し
、
釈
尊
の
説
法
に
学
び
、
親
鶯
の
門
弟
と
の
応
答
に
見
る
姿
勢
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
決
し
て
、
釈
尊
・
親
鶯
を
不
遜
に
扱
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
親
鶯
聖
人
だ
か
ら
出
来
る
け
れ
ど
も
、
我
々
に
は
で
き
な
い
と
端
か
ら
放
棄
す
る
想
い
を
抱
く
と

す
れ
ば
、
親
鶯
は
ど
の
よ
う
に
思
う
で
あ
ろ
う
か
。

甚
だ
稚
拙
な
論
考
で
あ
る
。
叱
正
を
請
う
。

釈
尊
と
親
賛
の
伝
道

’
一
一
一
一
一



註（
１
）
講
義
概
要
は
、
「
浄
土
真
宗
の
伝
道
の
基
本
は
親
鶯
の
伝
道
実
践
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
ず
初
め
に
仏
教
・
釈
尊
に

お
け
る
伝
道
を
概
観
す
る
。
次
に
法
然
、
親
鶯
、
そ
し
て
覚
如
、
存
覚
、
蓮
如
の
伝
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
義
す
る
。
さ
ら
に
近
世
、

近
・
現
代
の
真
宗
教
団
に
お
け
る
伝
道
の
様
相
を
紹
介
し
つ
つ
、
最
後
に
今
後
の
伝
道
に
つ
い
て
考
え
る
。
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
担

当
者
は
龍
溪
章
雄
（
二
○
一
六
・
二
○
一
五
年
度
）
、
川
添
泰
信
（
二
○
一
四
年
度
）
、
林
智
康
（
二
○
一
三
・
二
○
一
二
年
度
）
、
杉
岡

孝
紀
三
○
二
～
二
○
○
九
年
度
）
で
あ
る
が
、
ｗ
ｅ
ｂ
シ
ラ
バ
ス
に
よ
る
限
り
、
二
○
一
四
年
度
以
降
、
仏
教
・
釈
尊
に
お
け
る
伝

道
・
実
践
に
着
目
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
受
講
生
（
浅
井
順
顕
、
宇
野
淳
成
、
岡
至
、
葛
野
憂
利
華
、
木
村
友
讓
、
千
葉
康
功
、
中
村

由
人
、
宗
本
尚
瑛
、
柳
原
遊
、
奥
田
章
吾
）
と
共
に
学
ん
だ
一
つ
の
成
果
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
２
）
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
Ｉ
』
（
以
下
、
本
書
は
『
Ｉ
』
と
記
す
）
一
二
五
五
頁
。

（
３
）
『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
註
釈
版
）
』
（
以
下
、
『
七
祖
篇
（
註
釈
版
）
』
と
略
す
）
二
八
七
頁
。

（
４
）
親
萱
も
法
然
の
こ
の
見
方
を
承
け
る
が
、
法
然
に
は
な
い
隠
顕
の
見
方
を
記
す
。
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
Ⅱ
』
（
以
下
、
本
書
は
『
Ⅱ
』

と
記
す
）
一
八
七
～
二
○
○
頁
。
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）
』
（
以
下
、
『
註
釈
版
』
と
略
す
）
三
八
一
～
三
九
九
頁
。

（
５
）
「
伝
道
」
の
語
は
三
部
経
に
は
見
ら
れ
ず
、
「
教
化
」
の
語
も
『
観
経
』
・
『
弥
陀
経
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
無
量
寿
経
』
に
の
み
見
つ

け
得
る
。
後
掲
藤
田
宏
達
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
〈
無
量
寿
経
〉
の
諸
異
本
に
お
い
て
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
四
例
、
異
訳
の
『
仏
説
諸
仏

阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
』
（
『
大
阿
弥
陀
経
』
）
と
『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
（
『
平
等
覚
経
』
）
で
は
二
例
、
『
大
乗
無
量

荘
厳
経
』
（
『
荘
厳
経
』
）
で
は
一
例
の
用
例
に
出
会
う
が
、
『
無
量
寿
如
来
会
』
（
『
如
来
会
』
）
に
は
用
例
が
な
い
。

『
無
量
寿
経
』
の
四
例
は
、
「
錠
光
如
来
、
世
に
興
出
し
て
無
量
の
衆
生
を
教
化
し
度
脱
し
て
、
み
な
道
を
得
し
め
て
す
な
は
ち
滅
度
を

取
り
た
ま
ひ
き
・
」
（
『
Ｉ
』
二
○
頁
）
、
「
無
量
の
宝
蔵
、
自
然
に
発
応
し
、
無
数
の
衆
生
を
教
化
し
安
立
し
て
、
無
上
正
真
の
道
に
住
せ

し
む
・
」
（
『
Ｉ
』
三
二
頁
）
、
「
群
生
を
教
化
し
て
五
悪
を
捨
て
し
め
、
五
痛
を
去
ら
し
め
、
五
焼
を
離
れ
し
め
、
そ
の
意
を
降
化
し
て
五

善
を
持
た
し
め
て
、
」
（
『
Ｉ
』
五
六
頁
）
、
「
忍
辱
・
精
進
・
一
心
・
智
慧
を
も
っ
て
う
た
た
あ
ひ
教
化
し
、
徳
を
な
し
善
を
立
て
よ
。
」

（
『
Ｉ
』
六
三
頁
）
と
あ
る
。
第
一
は
過
去
諸
仏
が
説
か
れ
る
段
、
第
二
は
法
蔵
修
行
の
段
、
第
三
・
四
は
五
悪
段
で
あ
る
。

『
大
阿
弥
陀
経
』
と
『
平
等
覚
経
』
の
用
例
は
五
悪
段
に
あ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
、
「
八
方
上
下
、
無
央
数
の
仏
国
の
中
の
諸
天
・

人
民
は
、
み
な
自
然
に
善
を
作
し
て
、
大
い
に
悪
を
為
さ
ざ
れ
ぱ
、
教
化
し
易
し
」
（
『
Ｉ
』
一
八
○
頁
）
、
「
恩
を
布
き
徳
を
施
し
て
、
よ

く
道
の
禁
忌
を
犯
さ
ず
、
忍
辱
・
精
進
・
一
心
・
智
慧
を
も
て
、
展
転
し
て
ま
た
相
い
教
化
し
て
、
善
を
作
し
徳
を
為
せ
」
（
『
Ｉ
』
一
八

釈
尊
と
親
鷲
の
伝
道

一
一
一
一
一
一
一



九
頁
）
と
あ
り
、
『
平
等
覚
経
』
で
は
、
「
八
方
上
下
、
無
央
数
の
仏
国
の
中
の
諸
天
・
人
民
は
、
み
な
自
然
に
善
を
作
し
て
、
大
い
に
悪

を
為
さ
ざ
れ
ぱ
、
教
化
し
易
し
」
（
『
Ｉ
』
二
七
一
頁
）
、
「
恩
を
布
き
徳
を
施
し
て
、
よ
く
道
禁
を
絶
た
ず
、
忍
辱
・
精
進
・
一
心
・
智
慧

を
も
て
、
展
転
し
て
ま
た
相
い
教
化
し
て
、
善
を
作
し
徳
を
為
せ
」
（
『
Ｉ
』
二
八
○
頁
）
と
あ
る
。

ま
た
『
荘
厳
経
』
で
は
、
三
十
六
願
の
中
、
第
十
六
願
に
「
わ
れ
、
威
力
を
以
て
、
彼
を
し
て
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
皆
信
心
を
発
さ

し
め
、
」
（
『
Ｉ
』
三
五
二
頁
）
と
あ
る
。

（
６
）
葛
野
洋
明
「
釈
尊
の
説
教
「
応
病
与
薬
」
と
浄
土
真
宗
の
伝
道
」
（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
十
巻
第
一
号
、
二
○
○
一
年
）
で
は
、

「
布
教
伝
道
に
携
わ
る
者
が
、
相
手
の
悩
み
や
苦
し
み
に
耳
を
傾
け
ず
、
一
方
的
に
教
義
理
解
を
押
し
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
聞

法
者
の
個
別
の
苦
悩
を
欠
落
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
提
言
を
す
る
者
の
主
張
の
論
理
的
根
拠
が
釈
尊
の
「
応
病
与
薬
」
で
あ
っ
た

と
い
う
点
を
問
題
視
さ
れ
、
対
機
説
法
・
随
機
説
法
・
応
病
与
薬
は
如
来
の
行
ず
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
真
宗
の
説
法
者
（
布
教
使

な
ど
）
が
こ
れ
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
論
調
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
会
に
お
け
る
法
話
と
、
壮
年
会
に
お
け
る
そ
れ

（
法
話
）
、
初
産
式
に
お
け
る
そ
れ
（
法
話
）
な
ど
は
、
必
然
的
に
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

釈
尊
の
如
き
、
他
者
の
苦
悩
の
全
て
を
手
に
取
る
よ
う
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
釈
尊
の
伝
道
教
化
の
特
徴
に
学
び
つ
つ
、
現
在
、

そ
し
て
未
来
の
人
・
社
会
・
世
界
に
通
じ
る
伝
道
教
化
に
つ
い
て
、
愚
考
を
論
ず
る
。

（
７
）
本
章
は
、
次
の
論
考
か
ら
示
唆
を
得
た
。

『
佛
の
教
化
卵
佛
道
学
』
（
宇
治
谷
祐
顕
佛
寿
記
念
論
集
／
宇
治
谷
祐
顕
編
、
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
）
所
収
の
櫻
部
建
「
釈
尊
の
在
家

者
教
化
に
つ
い
て
の
所
伝
」
、
藤
田
宏
達
「
浄
土
経
典
に
あ
ら
わ
れ
た
「
教
化
」
と
「
伝
道
上
（
前
掲
）
、
前
田
惠
學
「
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ

ダ
の
教
化
～
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
家
シ
ャ
ン
カ
ラ
と
の
比
較
に
お
い
て
～
」
、
浜
田
耕
生
「
仏
の
教
化
～
三
仏
四
つ
の
弁
～
」
な
ど
。

『
佛
教
教
化
研
究
』
（
水
谷
幸
正
先
生
古
稀
記
念
会
編
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
所
収
の
雲
井
昭
善
「
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
教

化
と
伝
道
」
、
朴
先
榮
「
釈
尊
の
基
本
的
な
教
育
思
想
試
論
～
伝
道
宣
言
を
中
心
と
し
て
～
」
、
大
南
龍
昇
「
教
化
の
伝
道
」
な
ど
。

（
８
）
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
〈
普
及
版
〉
中
』
春
秋
社
、
二
○
一
二
年
、
二
六
頁
。

（
９
）
清
岡
隆
文
「
真
宗
伝
道
上
の
問
題
」
『
真
宗
学
』
第
一
二
五
号
、
二
○
一
二
年
。

（
川
）
雲
井
昭
善
前
掲
論
文
。

（
Ⅱ
）
清
岡
氏
は
、
「
な
に
が
し
か
の
修
行
を
経
験
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
教
え
を
理
解
で
き
な
い
と
す
る
気
持
ち
が
伝
道
の
開
始
に
あ

清
岡
氏
は
、
「
な
に
が
し
か
の
修
行
を
経
験
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
教
え
を
理
解
で
き
な
い
と
す
る
気
持
ち
が
伝
道
の
開
始
に
あ

た
っ
て
、
釈
尊
の
心
に
あ
っ
た
と
考
え
て
み
た
い
」
と
記
す
。
「
修
行
」
と
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
説
法
を
檮
跨
し
た
釈
尊
が
、
真
実

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

四



と
あ
る
。
正
法
・
像
法
・
末
法
か
ら
、
法
滅
へ
と
移
る
最
初
期
の
釈
尊
在
世
時
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
略
）
『
Ｉ
』
六
五
八
頁
、
『
七
祖
篇
（
註
釈
版
）
』
三
○
二
頁
。

（
肥
）
『
Ｉ
』
九
六
八
頁
、
『
七
祖
篇
（
註
釈
版
）
』
七
二
一
頁
。

（
Ⅳ
）
た
と
え
ば
、
佐
々
木
恵
雲
氏
は
「
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
悩
み
や
苦
し
み
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
に
一
番
適
切
な
薬
Ⅱ
説
法
を
投
与
す
る
と
い

う
こ
と
で
「
応
病
与
薬
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
」
（
『
い
の
ち
の
ゆ
く
え
、
医
療
の
ゆ
く
え
』
法
蔵
館
、
二
○
○
六
年
、
一
八
頁
）
と

な
お
、
前
掲
葛
野
論
文
に
よ
れ
ば
、
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
二
・
報
恩
品
（
『
大
正
蔵
』
三
・
二
九
六
・
下
）
や
、
『
同
』
巻
八
・

成
仏
品
（
『
大
正
蔵
』
三
・
三
三
○
・
中
）
、
『
大
般
浬
藥
経
』
（
南
本
）
巻
二
三
（
『
大
正
蔵
』
一
二
・
七
五
五
・
中
）
な
ど
が
用
例
と
さ

れ
る
。
『
観
経
疏
』
『
般
舟
讃
』
も
同
論
文
に
示
さ
れ
る
。

（
肥
）
本
章
は
、
次
の
論
考
か
ら
示
唆
を
得
た
。

神
戸
和
麿
「
希
有
の
法
界
と
成
就
～
「
希
有
」
と
「
諸
有
」
～
」
『
親
鶯
教
学
』
第
四
○
・
四
一
号
、
一
九
八
二
年
。

安
富
信
哉
「
仏
弟
子
阿
難
～
『
大
無
量
寿
経
』
発
起
序
試
考
～
」
『
親
鶯
教
学
』
第
四
○
・
四
一
号
、
一
九
八
二
年
。

へへ
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の
教
え
を
求
め
、
真
実
の
教
え
が
伝
わ
る
相
手
を
厳
選
し
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
皿
）
「
大
乗
の
聖
教
に
よ
る
に
、
ま
こ
と
に
二
種
の
勝
法
を
得
て
、
も
っ
て
生
死
を
排
は
ざ
る
に
よ
る
。
こ
こ
を
も
っ
て
火
宅
を
出
で
ず
。

何
者
を
か
こ
と
な
す
。
一
に
は
い
は
く
聖
道
、
二
に
は
い
は
く
往
生
浄
土
な
り
。
そ
の
聖
道
の
一
種
は
、
今
の
時
証
し
が
た
し
。
一
に
は

大
聖
（
釈
尊
）
を
去
る
こ
と
遙
遠
な
る
に
よ
る
。
二
に
は
理
は
深
く
解
は
微
な
る
に
よ
る
。
」
『
Ｉ
』
六
一
二
頁
、
『
七
祖
篇
（
註
釈
版
）
』

大
聖
（
釈
圭

記
す
。

二
四
一
頁
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

『
Ⅱ
』
二
一
二
頁
、
『
註
釈
版
』
四
一
六
頁
。
傍
点
は
引
用
者
。

こ
の
『
安
楽
集
』
引
文
に
先
立
つ
御
自
釈
で
は
、

●
●
、
、

信
知
聖
道
諸
教
為
在
世
正
法
而
全
非
像
末
法
滅
之
時
機
已
失
時
乖
機
也
浄
土
真
宗
者
在
世
正
法
像
末
法
滅
濁
悪
群
萌
斉
悲
引
也
。

（
『
Ⅱ
』
二
一
○
頁
）

●
●
、
、

、
、
、
、

ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
聖
道
の
諸
教
は
在
世
・
正
法
の
た
め
に
し
て
、
ま
っ
た
く
像
末
・
法
滅
の
時
機
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
時
を
失
し

機
に
乖
け
る
な
り
。
浄
土
真
宗
は
在
世
・
正
法
・
像
未
・
法
滅
、
濁
悪
の
群
萌
、
斉
し
く
悲
引
し
た
ま
ふ
を
や
。
（
『
註
釈
版
』
四
一

頁
…

二

五
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『
Ｉ
』
一
九
頁
、
『
註
釈
版
』
八
頁
。
『
教
行
信
証
』
引
文
は
『
Ⅱ
』
一
○
頁
、
『
註
釈
版
』
一
三
六
頁
。

以
下
の
応
答
は
註
を
略
す
る
。

『
無
量
寿
経
』
で
は
、
「
真
妙
の
弁
才
」
は
阿
難
に
属
す
る
が
、
『
如
来
会
』
で
は
「
善
い
か
な
善
い
か
な
、
な
ん
ぢ
い
ま
快
く
問
へ
り
。

よ
く
微
妙
の
弁
才
を
観
察
し
て
、
よ
く
如
来
に
如
是
の
義
を
問
ひ
た
て
ま
つ
れ
り
・
」
（
『
Ｉ
』
二
九
六
頁
）
と
語
り
、
「
微
妙
の
弁
才
」

は
阿
難
が
観
察
す
る
対
象
と
し
て
、
す
な
わ
ち
釈
尊
に
属
し
て
語
ら
れ
る
。
『
教
行
信
証
』
「
教
巻
」
に
は
、
『
無
量
寿
経
』
『
如
来
会
』

が
連
引
さ
れ
（
『
Ⅱ
』
二
頁
）
、
阿
難
に
問
わ
し
め
た
釈
尊
が
讃
嘆
さ
れ
る
。

『
如
来
会
』
の
読
み
に
つ
い
て
、
『
浄
土
宗
全
書
』
（
第
一
巻
一
四
三
頁
）
で
は
、
「
よ
く
観
察
し
微
妙
の
弁
才
を
以
て
」
と
読
ま
れ
、

「
微
妙
の
弁
才
」
は
『
無
量
寿
経
』
同
様
、
阿
難
に
属
し
て
い
る
。
江
戸
期
の
講
録
の
中
、
僧
錆
（
一
七
二
三
～
一
七
八
三
）
の
『
本

典
一
滞
録
』
、
石
泉
（
一
七
六
二
～
一
八
二
六
）
の
『
教
行
信
証
文
類
随
間
記
』
、
芳
英
（
一
七
六
四
～
一
八
二
八
）
の
『
教
行
信
証
集

成
記
巻
二
十
八
』
、
善
讓
（
一
八
○
六
～
一
八
六
六
）
の
『
顕
浄
土
教
行
証
文
類
敬
信
記
』
な
ど
の
検
討
も
含
め
、
拙
稿
「
親
鶯
思
想

に
お
け
る
釈
尊
の
教
説
の
意
味
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
十
六
号
、
二
○
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
Ⅱ
』
三
六
二
頁
、
『
註
釈
版
』
五
六
五
頁
。

前
後
の
文
章
も
紹
介
し
て
お
く
。

（
真
理
へ
の
）
問
い
を
持
た
な
か
っ
た
ら
、
人
は
仏
法
に
は
会
え
ま
せ
ん
。
問
い
を
抱
か
な
い
人
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
本
願
を
信
ず

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
入
れ
な
い
の
で
す
。
人
間
に
一
番
大
事
な
の
は
、
「
な
ぜ
か
」
と
い
う
問
い
で
す
。
問
い
を
持
た
な
い
人
生

安
富
論
文
で
は
、
阿
難
の
伝
記
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
事
と
し
て
「
二
十
有
余
年
、
釈
尊
常
随
の
弟
子
」
「
尼
僧
教
団
の
成
立
に
尽
力
」

「
第
一
結
集
に
対
す
る
功
績
」
と
共
に
、
仏
典
結
集
に
臨
ん
で
、
摩
訶
迦
葉
が
、
阿
難
の
未
だ
煩
悩
を
断
じ
て
い
な
い
こ
と
を
叱
責
す

る
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
黒
田
覚
忍
『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
浄
土
和
讃
』
（
本
願
寺
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
九
九
頁
）
に

も
あ
る
。

加
来
雅
之
「
『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
「
難
し
」
の
思
想
（
下
）
～
伝
承
の
難
・
己
証
の
難
～
」
『
親
鶯
教
学
』
第
一
○
三
号
、
二
○
一

一
楽
真
「
間
の
成
就
と
し
て
の
仏
説
～
親
鶯
の
眼
を
通
し
て
～
」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
十
六
号
、
二
○
二
年
。

加
来
雅
之
「
『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
「
難
し
」
の
思
想
（
上
）
～
伝
承
の
難
・
己
証
の
難
～
」
『
親
鶯
教
学
』
第
一
○
二
号
、
二
○
一

四
年
。 年

○
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は
、
死
ん
だ
よ
う
な
人
生
で
す
。
仏
法
を
聴
聞
す
る
人
は
、
問
い
を
持
っ
て
聞
く
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
答
え
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
必
ず
し
も
仏
法
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
の
勉
強
で
も
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
。
…
…
阿
難
は
、
弥
陀
の
本
願
を

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

説
い
て
く
だ
さ
る
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
を
聞
く
前
に
、
ま
ず
自
分
が
こ
の
大
事
な
問
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

問
い
が
な
い
人
に
、
お
釈
迦
さ
ま
が
答
え
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
で
も
同
じ

で
す
。
現
世
に
絶
望
し
た
章
提
希
夫
人
の
問
い
に
応
え
て
、
お
釈
迦
さ
ま
は
お
浄
土
を
説
か
れ
た
の
で
す
。
．
…
・
・

阿
弥
陀
さ
ま
の
教
え
は
、
十
方
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
教
え
で
す
が
、
そ
の
十
方
衆
生
に
問
い
が
な
か
っ
た
ら
、
救
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
法
、
た
だ
黙
っ
て
聞
い
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
問
い
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

『
永
遠
と
今
～
浄
土
和
讃
を
読
む
上
～
』
本
願
寺
出
版
社
、
二
○
一
三
年
、
二
八
二
頁
。

黒
田
前
掲
書
、
二
○
六
頁
。

『
教
行
信
証
』
「
総
序
」
に
は
、
「
難
思
の
弘
誓
は
難
度
海
を
度
す
る
大
船
、
無
碍
の
光
明
は
無
明
の
闇
を
破
す
る
恵
日
な
り
。
」
（
「
Ⅱ
」

六
頁
、
『
註
釈
版
』
一
三
一
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
の
文
に
関
し
て
岡
亮
二
氏
は
、
「
「
救
い
」
と
い
う
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
救
う

者
と
救
わ
れ
る
者
と
の
関
係
の
な
か
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
関
係
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
救
う
者
と
救
わ
れ
る
者
と
の
願
い
が
、

完
全
に
一
致
し
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。
…
…
救
わ
れ
る
側
の
人
間
が
、
自
分
の
現
在
の
在
り
方
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
が
大
前
提
に
な

り
ま
す
。
．
…
：
自
分
の
悪
の
状
態
と
、
い
か
な
る
救
い
を
求
め
る
か
と
い
う
二
点
を
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

…
：
．
私
た
ち
は
、
自
分
の
今
の
状
態
が
無
限
の
悪
、
無
限
の
惨
め
さ
の
な
か
に
う
ち
沈
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
と
本
当
に
捉
え
て
い
る
か

ど
う
か
。
も
し
そ
う
捉
え
て
い
な
い
な
ら
、
こ
の
一
段
は
永
遠
に
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」

（
『
『
教
行
信
証
』
口
述
五
○
講
第
一
巻
教
行
の
巻
』
教
育
新
潮
社
、
一
九
九
三
年
、
一
五
頁
）
と
解
説
を
施
す
。

拙
槁
「
親
鶯
思
想
に
お
け
る
疑
蓋
の
意
味
」
『
真
宗
学
』
第
二
一
・
二
二
合
併
号
、
二
○
○
五
年
。

（
『
『
教
行
信
証
』
口
沐

拙
槁
「
親
鶯
思
想
に

『
Ⅱ
』
一
○
五
四
頁
。

梯
実
圓
・
平
松
令
三
・
霊
山
勝
海
『
念
仏
と
流
罪
亜
承
元
の
法
難
と
親
鶯
聖
人
』
本
願
寺
出
版
社
、
二
○
○
八
年
、
二
九
頁
。

『
末
灯
紗
』
第
十
四
通
、
『
Ⅱ
』
七
九
七
頁
。

『
親
鴬
聖
人
御
消
息
集
』
第
十
一
通
、
『
Ⅱ
』
八
三
九
頁
。

本
章
は
、
次
の
論
考
か
ら
示
唆
を
得
た
。

広
瀬
杲
『
観
経
四
帖
疏
講
義
序
分
義
Ｉ
．
Ⅱ
』
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

七



（
訂
）
坪
井
俊
映
『
浄
土
三
部
経
概
説
』
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
、
五
八
○
頁
。
柏
原
祐
善
『
浄
土
三
部
経
講
義
』
平
樂
寺
書
店
、
一
九
八
○

年
、
六
○
五
頁
。

（
制
）
釈
尊
の
無
言
と
微
笑
に
つ
い
て
、
梯
氏
は
、
「
章
提
希
の
問
い
に
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
答
え
の
な
い
問
い
と
は
、
間
う
て
い
る
人
そ

の
も
の
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
彼
女
自
身
が
転
換
し
な
い
か
ぎ
り
、
解
決
し
な
い
ほ
ど
深
い
問
題
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
全
身
全
霊
を
あ

げ
て
、
自
己
自
身
を
問
い
続
け
て
い
る
彼
女
を
、
釈
尊
は
、
大
悲
を
こ
め
て
暖
か
く
包
み
、
そ
の
痛
み
を
共
感
し
な
が
ら
、
そ
の
悩
み
を

聞
き
受
け
、
彼
女
の
心
が
次
第
に
転
換
し
て
い
く
の
を
じ
っ
と
待
ち
つ
づ
け
ら
れ
ま
す
。
じ
っ
は
こ
の
釈
尊
の
沈
黙
こ
そ
百
の
説
法
よ
り

も
、
す
ば
ら
し
い
教
化
だ
っ
た
の
で
す
」
（
梯
前
掲
書
七
三
頁
。
）
、
「
過
去
世
の
問
題
を
探
る
よ
う
な
後
ろ
向
き
の
問
い
に
答
え
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
前
向
き
の
問
い
を
導
き
出
す
こ
と
の
方
が
賢
明
」
（
梯
前
掲
害
七
一
頁
。
）
と
説
明
す
る
。

（
弱
）
〈
無
量
寿
経
〉
に
お
い
て
も
、
異
訳
『
如
来
会
』
で
は
、
阿
難
に
質
問
せ
し
め
た
釈
尊
の
微
妙
の
弁
才
が
讃
嘆
さ
れ
る
。
質
問
せ
し
め

る
こ
と
も
、
広
義
の
伝
道
教
化
と
も
言
い
得
る
。

禿
）
『
阿
弥
陀
経
講
究
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
二
○
○
一
年
、
八
八
頁
。
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
七
年
、
一

梯
実
圓
『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
観
無
量
寿
経
』
本
願
寺
出
版
社
、
二
○
○
三
年
。

徳
永
道
雄
『
観
無
量
寿
経
を
読
む
』
本
願
寺
出
版
社
、
二
○
○
五
年
。

森
田
眞
円
『
観
経
序
分
義
窺
義
～
「
王
舎
城
の
悲
劇
」
に
聞
く
～
』
永
田
文
昌
堂
、
二
○
一
五
年
。

（
塊
）
『
Ｉ
』
七
七
頁
（
以
下
、
『
観
経
』
引
文
は
頁
数
を
略
す
）
。
ま
た
、
「
浄
土
和
讃
」
『
観
経
』
讃
は
九
首
あ
り
、
そ
の
大
半
は
「
王
舎
城

の
悲
劇
」
に
関
す
る
和
讃
で
あ
り
、
親
鶯
の
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

『
教
行
信
証
』
で
も
、
「
信
巻
」
後
半
に
『
浬
渠
経
』
か
ら
長
い
引
文
が
あ
る
他
、
総
序
「
浄
邦
縁
熟
し
て
、
調
達
、
闇
世
を
し
て
逆
害

を
興
ぜ
し
む
。
浄
業
機
彰
れ
て
、
釈
迦
、
章
提
を
し
て
安
養
を
選
ば
し
め
た
ま
へ
り
。
」
（
六
頁
）
や
「
化
身
士
巻
」
「
達
多
・
闇
世
の
悪

逆
に
よ
り
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
章
提
別
選
の
正
意
に
よ
り
て
、
弥
陀
大
悲
の
本
願
を
開
闘
す
」
（
一
八
八
頁
）
な
ど
、
悲
劇

の
内
容
に
言
及
す
る
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
鶯
の
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
認
）
『
観
経
四
帖
疏
』
（
『
Ｉ
』
七
○
四
頁
）
に
は
、
「
わ
れ
一
生
よ
り
こ
の
か
た
、
い
ま
だ
か
っ
て
そ
の
大
罪
を
造
ら
ず
。
い
ぶ
か
し
、
宿
業

の
因
縁
、
な
ん
の
狹
答
あ
り
て
か
こ
の
児
と
と
も
に
母
子
た
る
」
と
語
ら
れ
る
。
廣
瀬
前
掲
害
Ｉ
四
○
一
頁
、
森
田
前
掲
書
二
○
頁
、
梯

前の
掲因
書縁
六 、

九な
頁ん

○ 〆r，

六
○
頁
。
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「
親
鶯
思
想
に
お
け
る
「
常
行
大
悲
」
の
意
味
」
『
真
宗
学
』
第
一
○
九
・
二
○
合
併
号
、
二
○
○
四
年
。

「
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
真
宗
学
』
第
二
八
号
、
二
○
○
八
年
。

「
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）
」
『
真
宗
学
』
二
九
・
一
二
○
合
併
号
、
二
○
○
九
年
。

「
「
行
ず
る
こ
と
も
な
ほ
か
た
し
」
考
」
『
真
宗
学
』
第
一
三
六
号
、
二
○
一
七
年
。

「
大
悲
伝
普
化
と
大
悲
弘
普
化
」
『
親
鶯
と
浄
土
仏
教
の
基
礎
的
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
二
○
一
七
年
。

（
蛇
）
「
し
か
る
に
念
仏
よ
り
ほ
か
に
往
生
の
み
ち
を
も
存
知
し
、
ま
た
法
文
等
を
も
し
り
た
る
ら
ん
と
、
こ
こ
ろ
に
く
く
お
ぽ
し
め
し
て
お

は
し
ま
し
て
は
ん
く
ら
ん
は
、
お
ほ
き
な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
南
都
北
嶺
に
も
ゆ
ゆ
し
き
学
生
た
ち
お
ほ
く
座
せ
ら
れ

て
候
ふ
な
れ
ば
、
か
の
ひ
と
に
も
あ
ひ
た
て
ま
っ
り
て
、
往
生
の
要
よ
く
よ
く
き
か
る
べ
き
な
り
。
」
『
Ⅱ
』
一
○
五
四
頁
。

（
似
）
親
鶯
の
伝
道
教
化
を
意
識
し
つ
つ
論
じ
た
愚
考
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
さ
さ
や
か
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
、
「
利
他
を

す
る
」
の
で
は
な
く
、
「
利
他
に
な
る
」
と
い
う
表
現
を
丁
寧
に
用
い
つ
つ
、
親
賛
自
身
、
伝
道
教
化
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
た
こ
と

す
る
」
の
で
は
↑
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を
論
じ
て
い
る
。

き
で
あ
ろ
う
。

釈
尊
と
親
鶯
の
伝
道

『
Ⅱ
』
一
九
九
頁
、
『
註
釈
版
』
三
九
八
頁
。

『
Ⅱ
』
六
七
○
頁
、
『
註
釈
版
』
六
八
六
頁
。

こ
れ
が
釈
尊
の
対
機
説
法
・
随
機
説
法
・
応
病
与
薬
で
あ
る
が
、
現
代
の
浄
土
真
宗
の
説
法
者
（
布
教
使
な
ど
）
も
こ
れ
に
準
ず
る
べ

二

九




